
 
 

                                   

                   

                 

       
 

 
 

福
島
第
一
原
発
事
故
は

二
〇
一
一
年
三
月
に
起
き

た
が
、
甲
状
腺
が
ん
の
潜
伏

期
間
を
考
え
て
、
二
〇
一
一

年
を
事
故
前
の
こ
と
と
考

え
、
二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一

一
年
の
四
年
間
を
〝
事
故

前
〟
、
二
〇
一
二
年
～
二
〇

一
五
年
の
四
年
間
を
〝
事

故
後
〟
と
す
る
。
事
故
前
後

の
四
年
間
を
考
え
た
の
は
、

年
単
位
で
考
え
る
と
福
島

県
の
小
児
甲
状
腺
が
ん
の

発
生
数
が
小
さ
す
ぎ
る
数

字
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
年
齢
階
級
を
五
歳
と
す

る
の
も
同
様
に
細
か
す
ぎ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
二

〇
歳
と
す
る
こ
と
に
し
た
。 

  

「
週
刊
金
曜
日
」
の
記
事

（2
0
2
0/9/11,pp.20

-25

）

の[

表
５]

か
ら
拾
っ
た
。 

 

な
お
「
表
５
」
の
該
当
部

分
は
全
て
「
全
国
が
ん
登

録
」(

二
〇
〇
八
年
か
ら
二

〇
一
五
年
ま
で
の
概
数
【
国

立
が
ん
罹
患
モ
ニ
タ
リ
ン 

       

グ
集
計
」
デ
ー
タ
】
）
に
基

づ
い
て
い
る
。
こ
の
〝 

概

数 

〟
と
い
う
の
は
、
地
域

が
ん
登
録
に
基
づ
く
研
究

班
の 

“
推
定
値 

”
の
こ
と

と
思
わ
れ
る
。 

  

結
果
を
表
と
図
に
示
す
。 

図
は
、
表
の
事
故
前
後
の
罹

患
数
の
倍
率
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
で
あ
る
（
縦
軸
は

〝
対
数
〟
で
あ
る
こ
と
に

注
意
）。 

 

 

  

【
①
小
児
甲
状
腺
が
ん
の 

 
 

罹
患
倍
率
】 

    
事
故
前
に
対
し
事
故
後

の
小
児
甲
状
腺
が
ん
（
〇
歳

～
一
九
歳
）
の
罹
患
数
の
倍

率
は
、
男
性
二
〇
倍
、
女
性

七
五
倍
、
男
女
合
わ
せ
る
と

三
八
・ 

三
倍
と
極
め
て
大

き
い
。
こ
れ
ら
の
値
は
津 

                                  

田
敏
秀
論
文(Epidemiol 

ogy

掲
載
）
の
「
二
〇
倍
か

ら
五
〇
倍
」
と
の
説
と
も
一 

致
し
て
い
る
。 

 
 

[

②
小
児
甲
状
腺
が
ん
と
成

人
の
甲
状
腺
が
ん
の
比
較]  

  
 

 
 

 

事
故
前
に
対
し
事
故
後

の
小
児
甲
状
腺
が
ん
（
〇
歳

か
ら
一
九
歳
ま
で
の
年
齢

階
級
の
が
ん
）
の
罹
患
数
の

倍
率
は
、
二
〇
歳
以
上
の
三

つ
の
年
齢
階
級
（
成
人
の
甲

状
腺
が
ん
）
よ
り
も
圧
倒
的

に
大
き
い
。
〝
桁
違
い
〟
に

大
き
い
と
言
え
る
。
し
か
も
、

男
性
も
女
性
も
男
女
計
も
、

い
ず
れ
も
、
〝
桁
違
い
〟
に

大
き
い
。 

 [

③
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
多

発
の
原
因
は
？]  

   
 

  

上
の
①
と
②
か
ら
、
す
な

わ
ち
、
事
故
前
後
の
四
年
間

の
比
較
か
ら
、
小
児
甲
状
腺

が
ん
の
多
発
は
、
福
島
第
一

原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
小

児
の
被
ば
く
が
原
因
と
の

疑
い
は
否
定
で
き
な
い
。
こ

れ
は
、
市
民
の
通
常
の
感 

覚
だ
ろ
う
。 

な
お
、「
こ
の
程
度
の
被 

「
全
国
が
ん
登
録
」
に
基
づ
く  

福
島
県
民
の
甲
状
腺
が
ん
デ
ー
タ
か

ら 

 
 

 
 

 

表 福島第一原発の事故前後の２０歳年齢階級別罹患数と前後の倍率 

階層 0 歳から 19 歳 20 歳から 39 歳 40 歳から 59 歳 60 歳から 79 歳 

 男 女 男女計 男 女 男女計 男 女 男女計 男 女 男女計 

事故前 ２ １ ３ １３ ６１ ７４ ４０ １２４ １６４ ８２ １７７ ２５９ 

事故後 ４０ ７５ １１５ ３２ ８３ １１５ ７７ ２３１ ３０８ ９９ ２６３ ３０２ 

倍 率 

差 

20.0 

38 

75.0 

74 

38.3 

112 

2.5 

19 

1.4 

22 

1.6 

41 

1.9 

37 

1.9 

107 

1.9 

144 

1.2 

17 

1.5 

86 

1.4 

10 
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 福島第一原発事故前の四年間と直後の四

年間の甲状腺がんの罹患数を年齢階級別

（二〇歳毎四階級）で算出し比べた。比べ

たのは、事故前の罹患数と事故後の罹患数、 

その倍率（事故後の罹患数／事故前の罹患

数）である。罹患数の倍率は事故前後の県民

総人口の変化を反映していないが、罹患率の

比較とは大きな差はないと考えられる。 



ば
く
線
量
だ 

か
ら
小
児
甲 

状
腺
が
ん
多 

発
の
は
ず
は 

な
い
」
と
の 

主
張
の
怪
し 

さ
は
、「
被 

ば
く
線
量
」 

に
関
す
る
放 

医
研
と
文
科 

省
の
〝
測
定 

回
避
・
測
定 

サ
ボ
タ
ー
ジ 

ュ
〟
に
関
す 

る
調
査
報
道 

（
『
福
島
が 

沈
黙
し
た
日 

―
原
発
事
故 

と
甲
状
腺
被
ば
く
』
、
榊
原

崇
仁
著
、
集
英
社
新
書
）
を

参
照
の
こ
と
。 

ま
た
、「
検

診
に
よ
っ
て
、
本
来
見
つ
か

ら
な
い
罹
患
者
が
見
つ
か

っ
た
た
め
に
、
罹
患
数
が
増

え
て
い
る
」
と
の
主
張
は
、

〝
桁
違
い
の
倍
率
〟
を
説

明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

[

④
成
人
の
甲
状
腺
が
ん]

  
 

 
 

 
 

 
  

 

二
〇
歳
以
上
の
い
ず
れ 

の
年
齢
階
級
に
お
い
て
も
、 

事
故
前
に
対
す
る
罹
患
倍 

率
は
一
・
二
～
二
・
五
と
、 

か
な
り
の
増
大
を
示
し
て 

                  

い
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、

事
故
後
の
人
口
が
そ
れ
ぞ

れ
の
年
齢
階
級
で
減
少
し 

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
実
際
は
、
も
う
少
し
大

き
な
値
か
も
し
れ
な
い
。
全

国
の
値
と
比
較
し
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
が
、
傾
向
と
し

て
、
福
島
県
の
成
人
の
甲
状

腺
が
ん
も
事
故
後
増
大
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

[

⑤
男
女
の
違
い]

  

     

一
面
の
集
計
表
を
見
る

と
、
各
年
齢
階
級
の
男
女
比

（
男
：
女
）
は
、
事
故
前
の

「
〇
歳
か
ら
一
九
歳
迄
」
の

年
齢
階
級
を
除
く
と
、
全
て

の
年
齢
階
級
で
女
性
の
方

が
男
性
よ
り
罹
患
数
が
大

き
い
。
こ
れ
は
従
来
言
わ
れ

て
き
た
こ
と
と
一
致
し
て

い
る
。
な
お
、
小
児
甲
状
腺

が
ん
の
男
女
比
に
つ
い
て

は
、
本
号
の
”
補
遺 

”
で

議
論
す
る
が
そ
こ
で
は
「
男

女
比
か
ら
判
断
し
、
福
島
事

故
後
の
小
児
甲
状
腺
が
ん

の
急
増
は
主
に
被
ば
く
が

原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
と
結
論
し
て
い
る
。
（
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
） 

[

⓺
事
故
前
の
小
児
甲
状
腺

が
ん
の
罹
患
率]  

  
 

 

事
故
前
の
〇
歳
か
ら
一

九
歳
ま
で
の
年
齢
階
級
の

人
口
の
四
年
平
均
は
約
三

八
万
人
で
、
罹
患
数
が
三
人 

で
、
一
年
間
百
万
人
当
た
り

の
罹
患
割
合
は
（
罹
患
数
が

小
さ
い
の
で
誤
差
は
大
き 

い
が
）
次
の
よ
う
に
な
る
：

3

人/
3
8

万
人/4

年
＝1.

97

人/
1
0
0 

万
人/

年
。
こ
れ
は
、 

「
小
児
甲
状
腺
が
ん
は
年
、

百
万
人
に
一
～
二
人
」
と
の

説
に
合
致
す
る
。 

 

ま
と
め 

 

福
島
第
一
原
発
事
故
の
前

四
年
間
と
後
四
年
間
の
甲
状

腺
が
ん
の
罹
患
数
を
二
〇
歳

年
齢
階
級
別
（
四
階
級
）
で

比
べ
た
結
果
、
①
小
児
甲
状

腺
が
ん
は
、
事
故
前
か
ら
事

故
後
に
急
増
し
②
成
人
の
甲

状
腺
が
ん
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

  

以
上
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る

デ
ー
タ
「
全
国
が
ん
登
録
」

を
基
に
、
事
故
前
四
年
間
と

事
故
後
四
年
間
を
対
比
さ
せ

小
児
甲
状
腺
が
ん
に
つ
い
て
、

分
析
し
た
報
告
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
市
民
的
感
覚
で
は
〝

や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
だ
〟
と

納
得
で
き
た
。 

し
か
し
〝

「
被
ば
く
の
せ
い
で
癌
に
な

っ
た
」
と
感
じ
な
が
ら
、
そ

う
訴
え
る
有
力
な
証
拠
を
持

た
な
い
人
た
ち
は
泣
き
寝
入

り
す
る
し
か
な
い
の
か
〟

（
③
に
紹
介
し
た
著
書
の

「
お
わ
り
に
」
か
ら
）
と
の

思
い
を
な
お
抱
か
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の

無
念
は
計
り
知
れ
な
い
。 

 
一
方
、
裁
判
に
訴
え
て
い

る
勇
気
の
あ
る
人
た
ち
も
少

な
か
ら
ず
い
る
が
、
何
時
ま

で
経
っ
て
も
、
因
果
関
係
を

認
め
よ
う
と
し
な
い
国
や
福

島
県
そ
し
て
東
京
電
力
の
無

責
任
に
憤
り
を
禁
じ
得
な
い
。   

          

（
Ｋ
＆
Ｋ
） 

論
文
紹
介 

福
島
原
発
事
故
後
の 

 
 
 

複
雑
心
奇
形
の 

 
 
 
 

全
国
的
増
加 

ア
メ
リ
カ
心
臓
協
会
論
文
集 

著
者
：K

a
o
r
i
 
mu
r
as
e
 

他 
 

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
よ
り 

<

ポ
イ
ン
ト> 

○
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
後
に
複
雑
心
奇
形
が

増
加
し
た
と
の
報
告
は
あ

り
ま
し
た
が
、
方
法
の
不
備

等
の
理
由
で
そ
の
評
価
は

定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。 

○
日
本
胸
部
外
科
学
会
は

福
島
原
発
事
故
以
前
か
ら

日
本
全
国
に
お
け
る
先
天

性
心
疾
患
に
関
す
る
ほ
ぼ

全
て
の
手
術
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
お
り
、
事
故
後
も
そ

の
デ
ー
タ
収
集
は
継
続
し

て
い
ま
し
た
。 

〇
こ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て

解
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
乳

児
（
１
歳
未
満
児
）
に
対
す

る
複
雑
心
奇
形
の
手
術
件

数
は
、
福
島
原
発
事
故
後
に

一
四
・
二
％
有
意
に
増
加
し 

      

て
い
ま
し
た
。 

〇
複
雑
新
奇
形
の
手
術
件

数
は
そ
の
発
生
率
と
密
接

に
関
連
し
て
お
り
、
複
雑
心

奇
形
の
発
生
率
の
増
加
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
心
臓
発
生
（
紹
介
者
注
：

妊
娠
五
週
頃
ま
で
の
心
臓

の
形
成
＝
発
生
の
こ
と
）
に

基
づ
い
て
手
術
件
数
デ
ー

タ
を
再
分
類
し
た
解
析
で

は
、
こ
の
複
雑
心
奇
形
の
増

加
は
心
臓
発
生
が
広
範
に

障
害
さ
れ
た
結
果
生
じ
た

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。 

                
  

原発事故前４年に対する事故後４年の 

補
遺
「
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
男
女
比
に
つ
い
て
」 

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
再
処
理
・
岩
手
の
環
境
」 
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